
清
流

小
田
川

今
市
よ
り
落
石
堰
を
望
む

昭
和
五
十
六
年
度
を
む
か
え
て

公
民
館
長

森

本

寿

富

昨
年
度
は
井
原
市
内
に
お
け
る
地
域
公
民

館
の
管
理
運
営
を
自
主
的
に
、
し
か
も
地
域

の
特
性
を
生
か
し
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た

め
の
委
託
要
項
に
よ
り
、
町
内
に
お
け
る
社

会
教
育
の
総
合
拠
点
と
し
て
、
健
康
で
明
る

い
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
が
、
幸
い
町
民

一
体
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、

地
域
の
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

活
発
な
事
業
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
昨
年
度
の
公
民
館
の
利
用
件
数
は
延

べ
五
百
五
十
八
件
、
使
用
日
数
は
二
百
九
十

七
日
の
多
き
に
達
し
、
公
民
館
と
し
て
誠
に

有
難
い
限
り
で
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
更
に
本
年
度
よ
り
井
原
市
に

お
け
る
公
民
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
の
内

規
に
基
づ
き
、
わ
が
西
江
原
町
に
お
い
て
も
、

別
項
の
よ
う
な

一
層
充
実
し
た
組
織
を

つ
く

り
ま
し
た
。
特
に
本
年
度
よ
り
各
部
落
公
民

館
に
分
館
長
を
選
出
し
て
頂
き
、
西
江
原
町

公
民
館
と
部
落
公
民
館
の
連
絡
調
整
を
は
か

中 町 川 上 正 起 画

I・機
=選
饉鶴 1轟

世帯数  1,398
人 口  5,379
男  2,608

`(    2,771(56.7.1現 在 )

り
、
諸
事
業
の
企
画
運
営
を
協
議
し
、
各
地

区
、
各
世
代

に
応
じ
た
自
己
啓
発
活
動

や
、

地
域
文
化

の
創
出
活
動

の
充
実
進
展
を
図
り

た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
年
と
と
も

に
公

民
館
が
整
備
さ
れ
公
民
館

の
あ
る
べ
き
姿
、

原
点
を
し

っ
か
り
踏
ま
え
て
い

っ
そ
う
の
充

実
進
展
を
は
か
り
た

い
と
思

い
ま
す
。

物

の
豊
か
さ
よ
り
、
心

の
ゆ
た
か
さ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
人
々
は
心
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
人
間
性
を
回
復
し
、
生
き
が

い
に
満
ち
た
生
活
を
願

っ
て
い
る
わ
け
で
、

ふ
れ
あ

い
の
場
、
集

い
の
場
、
学
習

の
場

で

あ
る
西
江
原
公
民
館
の
運
営
活
動

に

一
層
の

ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

尚
参
考
ま
で
に

「
公
民
館

の
こ
こ
ろ
」
は

一、
公
民
館
活
動

の
基
底
は
人
間
尊
重

の
精
神

に
あ
る
。

二
、
公
民
館
活
動

の
核
心
は
、
国
民
の
生
涯
教

育

の
態
勢
を
確
立
す
る
に
あ
る
。
　

・

票
公
民
館
活
動
の
究
極
の
ね
ら

い
は
、
住
民

の
自
治
能
力

の
向
上

に
あ
る
。

も あ
あ り ま
り 
｀
さ

ま 民 に
す 主 公
°
主 民
義 館
日 の
本 あ

切 き

^^ 実 姿
な の
願 本
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(対象) (機 能 )

部 落 公 民 館 の 役 割

(役 割 )

0コ ミュニティセンター

。生活センター

。学習センター

。情報センター

。連絡調整センター

地

区

を

対

象

と

す

る

一一 。部落の日常生活圏の施設としてコミュニティづくりを

目ざして地域課題の解決のための学習や運動を通じて

社会連帯意識を啓蒙し,住民組織を中心とした自主的
な活動を展開する。

―一―。部落の独自性を生かし生活課題を中心としだ生活要求

の解決をはかる。

一一 。地域住民の学習要求にこたえ生活文化の向上をはかる

ため継続的・計画的な学習活動を行う。

地域住民の要求を的確には握し,適切な情報を整備し
提供する。

館長は,地域間の関係機関・団体との連絡調整をはか
り,公民館の管理運営に当るとともに住民生活の充実
と向上につとめ社会教育をすすめる。

部落公民館の維持 :管理費は自治会が負担する。

賀 神 小 東 中 西 山 藤 長 才 戸 東 本 西 寺

奮之 新 新 新
山 戸 角 町 町 町 地 木 谷 児 倉 町 町 町 戸

藤 大 片 守 中 藤 中 サII渡 中 佐 池 三 田 猪

井 山 山 屋 村 井 新 田 辺 新 藤 田 宅 辺 原

「が
貧
漂
」

部
落
名

氏

博 栗 正 義  淳 五

寿
志 夫 巳 茂 威 夫 勲 晶 弘 毅 巽 彦 之 巽 一

知春

名

歌
″

小

角

　

山

成

武

子

つ
ゆ
明
け
の
す
が
し
き
日
々
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